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大
阪
安
保
は
、
昨
年

12
月
に
始
ま
っ
た
国
が

お
こ
し
た
「
代
執
行
裁

判
」
を
追
い
求
め
、
オ
ー

ル
沖
縄
の
た
た
か
い
を

支
援
す
る
目
的
で
連
続

し
た
学
習
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
３
月
４
日
の

当
日
に
、
安
倍
政
権
が

「
裁
判
和
解
に
応
じ
る
」

と
い
う
新
た
な
展
開
を

表
明
し
、
そ
れ
に
応
じ
た

２
回
目
の
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。
裁
判
長
の
和

解
勧
告
文
に
は
「
‥
就
中
、

平
成
11
年
地
方
自
治
法

改
正
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
行
政
主
体
と
し
て
役
割

を
分
担
し
、
対
等
・
協
力
の
関
係
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
１
９
９
９

年
の
地
方
分
権
一
括
法
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
法
学
者
か
ら
批

判
が
多
か
っ
た
「
行
政
不
服
審
査
法
」
の
使
い
方
、
国
の
強
権
的
な
「
代
執
行
」

と
言
う
地
方
自
治
否
定
の
論
理
に
異
議
や
疑
義
を
唱
え
て
い
た
の
で
す
。
翁
長

県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ー
ル
沖
縄
の
圧
倒
的
な
声
に
、
安
倍
政
権
は
「
和

解
」
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
国
と
沖
縄
県
の
協
議

が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
に
、
国
土
交
通
省
か
ら
翁
長
知
事
に
対
し
て
「
取

り
消
し
」
の
是
正
指
示
を
行
い
、
結
局
「
国
・
地
方
係
争
処
理
委
員
会
」
で
の

審
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
90
日
間
で
の
処
理
な
の
で
、
６
月
21
日
に
結
論
が

出
さ
れ
ま
す
。「
国
・
地
方
係
争
処
理
委
員
会
と
い
う
制
度
は
、
国
の
関
与
を

め
ぐ
る
紛
争
処
理
を
、
ま
ず
、
行
政
内
部
の
公
正
・
中
立
な
第
３
者
機
関
で
あ

る
係
争
処
理
委
に
委
ね
、
そ
の
判
断
結
果
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所

の
判
断
に
よ
り
解
決
を
図
る
と
い
う
２
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判

所
の
判
断
に
先
立
っ
て
係
争
処
理
委
の
審
理
等
を
介
在
さ
せ
た
の
は
、
裁
判
に

お
い
て
は
裁
判
所
が
審
理
す
る
対
象
は
違
法
性
の
有
無
に
限
ら
れ
る
の
に
対

し
て
、
係
争
処
理
委
は
、
国
と
地
方
の
各
行
政
方
針
な
ど
に
も
踏
み
込
み
、
論

点
整
理
を
行
う
こ
と
で
裁
判
所
の
過
重
負
担
を
防
ぐ
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
裁
判
所
と
の
役
割
分
担
か
ら
の
存
在
理
由
で
す
」（
自
治
体
研
究
社
「
辺

野
古
か
ら
問
う
日
本
の
地
方
自
治
」
よ
り
） 

 

こ
の
よ
う
に
辺
野
古
新
基
地
問
題
は
地
方
自
治
と
民
主
主
義
の
あ
り
方
を

め
ぐ
る
国
の
関
与
を
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
翁
長
知
事
が
誕
生

し
て
初
め
て
の
県
会
議
員
選
挙
が
５
月
27
日
告
示
、
６
月
５
日
投
票
で
行
わ

れ
ま
す
。
翁
長
知
事
と
与
党
の
評
価
や
７
月
野
党
統
一
候
補
の
伊
波
洋
一
さ
ん

が
出
馬
予
定
の
参
議
院
選
挙
の
前
哨
戦
と
し
て
非
常
に
重
要
な
選
挙
戦
で
す
。

裁
判
を
見
通
し
た
今
後
の
展
望
、
県
議
会
選
挙
、
参
院
選
挙
な
ど
政
治
戦
を
め

ぐ
る
攻
防
の
情
勢
に
つ
い
て
の
学
習
会
で
す
。 

講
演
は
西
晃
弁
護
士
（
自
由
法
曹
団
大
阪
支
部
）、
植
田
保
二
事
務
局
長
（
大

阪
安
保
）
で
す
。
初
め
て
の
方
に
も
経
過
が
分
か
る
資
料
を
提
供
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

戦
争
法
廃
止
の
運
動
は
、
２

月
19
日
の
当
時
野
党
５
党
合
意

と
戦
争
法
廃
止
法
案
提
出
な
ど

国
会
で
の
取
り
組
み
と
２
０
０

０
万
人
署
名
運
動
で
一
体
と
な

っ
た
た
た
か
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
野
党
は
共
闘
」
と
言
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
、
北
海
道
５
区
補
欠

選
挙
で
は
野
党
統
一
候
補
の
池

田
真
紀
さ
ん
が
47
．
６
％
の
得

票
率
を
得
る
大
健
闘
を
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
調
査
で
も
無
党
派
層
の
７
割

が
池
田
さ
ん
に
投
票
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。「
首
相
、
無
党
派
層
つ
か

め
ず
危
機
感
」（
産
経
）、「
野
党
共
闘
は
与
党
に
迫
る
大
き
な
力
に
な
り
う
る

こ
と
を
示
し
た
」（
朝
日
）
と
結
果
を
論
じ
て
い
ま
す
。 

戦
争
法
廃
止
一
点
で
の
野
党
共
闘
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国

民
・
市
民
が
す
す
め
て
い
る
２
０
０
０
万
人
署
名
の
草
の
根
の
取
り
組
み
が
あ

る
か
ら
で
す
。
大
阪
で
は
憲
法
会
議
共
同
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
１
４
３
万
筆
と
目

標
の
２
０
０
万
筆
ま
で
も
う
少
し
で
す
。
署
名
行
動
で
は
、
通
行
人
の
人
か
ら

進
ん
で
署
名
に
応
ず
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
に
な
り
な
が
ら
、
通
り
す

ぎ
て
い
く
人
や
い
ろ
ん
な
質
問
や
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
署
名
数
の
数
倍
以
上
の
対
話
が
短
時
間
に
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
応
じ
な
く

て
も
、
ま
た
考
え
直
し
て
ど
こ
か
で
署
名
を
し
て
く
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。 

早
期
に
２
０
０
０
万
人
署
名
の
達
成
が
望
ま
れ
ま
す
。
大
阪
安
保
は
、
平
和
友

好
大
阪
連
絡
会
に
結
集
し
て
、
統
一
行
動
な
ど
で
署
名
推
進
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 ５

月
で
は
、
６
日(

金)

12
時
～
上
六
、
16
日(

月)
12
時
～
、
空
堀
商
店

街
、
23
日(

月)

12
時
～
淀
屋
橋
で
署
名
宣
伝
統
一
行
動
を
行
い
ま
す
。 

（
５
月
３
日
扇
町
公
園
で
の
総
が
か
り
集
会
が
２
万
人
以
上
の
大
成
功
を
祈

念
し
な
が
ら
） 

 

５
月
２
７
日
告
示
、
６
月
５
日
投
票
で
、
沖
縄
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。 

 

現
在
、
定
数
４８
人
に
対
し
て
、
７０
人
が
出
馬
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
３５
人
が
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
で
あ
る
与
党
の
公
認
・
推
薦
を
受
け
た

り
、
与
党
的
立
場
を
表
明
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
議
会
勢
力
は
、
与
党
２４
人
、
野
党
１４
人
、
中
立
８
人
と
な
っ
て
い

て
、
与
党
が
安
定
多
数
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

 

翁
長
知
事
を
支
え
る
与
党
勢
力
を
維
持
、
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
沖
縄
の
た
た
か
い
に
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
選
挙
結
果

が
、
７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
の
全
国
で
の
た
た
か
い
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
必
至
で
す
。 

 

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会
は
、５
月
２
０
日
か
ら
２
２
日
の
日
程
で
、「
辺

野
古
連
帯
・
沖
縄
県
議
選
支
援
行
動
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
大
阪
か
ら
も
参
加

し
ま
す
。
こ
の
間
沖
縄
支
援
に
参
加
し
た
人
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
別
日
程

で
八
尾
か
ら
も
独
自
に
支
援
行
動
へ
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
可
能
な
と

こ
ろ
で
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 

Ｎｏ．４６９ 

2016.5.6 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会
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「辺野古新基地は許さない」 

学習会パート３ 

○日時 

５月１３日（金） 

１８：３０～ 

○場所 

エル大阪・研修室② 

2000 万人署名の達成向けて 
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今
年
に
な
っ
て
、
２
月
24
日
～
27
日
に
米
旗

艦
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
が
大
阪
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

３
月
21
日
～
24
日
に
米
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
シ
ャ

イ
ロ
ー
が
入
港
す
る
予
定
で
、
２
日
前
に
中
止
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
米
艦
船
が
続
け
て
大
阪
港
に

入
港
（
予
定
）
す
る
事
態
は
異
常
で
す
。
最
近
、

５
年
間
で
も
２
０
１
１
年
１
隻
、
２
０
１
２
年
な

し
、
２
０
１
３
年
１
隻
、
２
０
１
４
年
１
隻
、
２

０
１
５
年
な
し
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

２
０
１
５
年
戦
争
法
が
強
行
採
決
さ
れ
、
日
米

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
平
時
か
ら
緊
急
事
態
ま

で
日
米
両
政
府
が
緊
密
な
協
議
な
ら
び
に
政
策
面

及
び
運
用
面
の
的
確
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
平
時
か
ら
の
具
体
化
が
始
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

問
題
点
と
し
て
は
、
第
一
に
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
具
体
化
が
日
米
合
同
委
員
会

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
港
湾
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
港
湾
法
で
地
方
自

治
体
に
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
国
が
行
っ
た
侵
略
戦
争
の
反

省
か
ら
、
戦
後
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
権
限
を
移
管
し
た
法
体
系
に
な
っ
た
の
で

す
。し
か
し
、今
後
民
間
や
自
治
体
へ
の
協
力
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
民
間
輸
送
力
の
活
用
と
称
し
て
、
有
事
の
際
の
危
険
地
域
へ
の
部
隊
展
開

に
民
間
船
舶
を
動
員
す
る
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
船
（
フ
ェ
リ
ー
）
に

乗
り
込
む
船
員
を
予
備
自
衛
官
と
し
て
確
保
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。（
３
／
25

仁
比
議
員
の
国
会
質
問
） 

第
二
に
、
こ
れ
ま
で
も
追
求
し
て
き
た
核
兵
器
搭
載
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

大
阪
市
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
外
務
省
は
「
米
国
か
ら
事
前
協
議
が
な
い
の
で
、

核
兵
器
搭
載
は
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
９
年

に
核
密
約
の
存
在
を
日
本
政
府
が
認
め
た
も
と
で
、
事
前
協
議
云
々
は
成
立
し
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
最
近
で
は
「
ア
メ
リ
カ
の
核
政
策
の
発
表
文

書
を
取
り
上
げ
て
、
核
搭
載
が
な
い
と
判
断
す
る
」
と
回
答
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
米
総
領
事
館
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
政
策
（
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
立
場
）
で
の
回

答
で
す
。
こ
れ
で
は
核
搭
載
の
有
無
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

非
核
「
神
戸
」
方
式
の
学
習
会
を
４
月
26
日
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
大
阪
原

水
協
会
議
室
で
、
安
保
の
常
任
幹
事
、
原
水
協
、
平
和
委
員
会
、
非
核
の
会
な
ど

15
人
で
行
い
ま
し
た
。
兵
庫
原
水
協
の
梶
本
修
史
事
務
局
長
は
、
非
核
「
神
戸
」

方
式
が
確
立
し
た
環
境
や
状
況
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
神
戸
方
式
へ
の
圧
力

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸
港
で
は
、
１
９
７
５
年
に
非
核
証
明
書
の
発
行
を
義

務
化
し
て
以
来
、
米
艦
船
の
入
港
が
な
い
こ
と
や
現
状
を
学
習
し
ま
し
た
。 

大
阪
市
で
非
核
証
明
書
を
発
行
さ
せ
る
意
義
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
法

と
自
治
体
の
関
連
を
検
討
・
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
文
責
：
植
田
） 

 

 

大
阪
の
民
放
労
連
Ｏ
Ｂ
や
監
督
の
島
田
耕
さ
ん
な
ど
が
協
力
し
た
映
画
「
沖
縄

ぬ
思
い
」
の
試
写
会
が 

４
月
25
日
（
月
）
に
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
２
回
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
急
な
呼
び
か
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
３
０
人
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
ル
沖
縄
に
な
っ
た
源
流
を
紹
介
す
る
集
会
や
記
録
ビ
デ
オ
、
う
た
ご

え
な
ど
で
綴
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
感
想
文
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。 

 

「
今
ま
で
に
何
本
か
沖
縄
の
闘
い
の
映
画
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
映
画

は
過
去
、現
在
に
わ
た
り
沖
縄
県
民
の
闘
い
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
り
、同
時
に
、

翁
長
さ
ん
を
先
頭
に
オ
ー
ル
沖
縄
で
共
闘
し
て
た
た
か
う
様
子
が
力
強
く
描
か
れ
、

勇
気
が
わ
い
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
の
で
聞
こ
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

が
、
バ
ッ
ク
の
三
線
や
た
い
こ
、
歌
も
良
か
っ
た
」 

「
沖
縄
の
闘
い
の
歴
史
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
場
面
が

で
て
く
る
の
で
変
化
が
あ
り
楽
し
く
勉
強
に
な
る
映
画
で
し
た
。
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
も
う
一
度
観
た
い
で
す
。
自
然
や
う
た
ご
え
な
ど
環
境
文
化
面
の
シ
ー

ン
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
」 

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
多
か
っ
た
」 

上
映
会
（
有
料
）
を
右
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
今
後
、
各
種
集
会
で
利
用

い
た
だ
く
よ
う
、
１
日
５
万
円
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ブ
ル
ー
レ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま

す
。
連
絡
は
吉
沢
弘
０
９
０
‐
３
０
５
３-

７
４
２
６
か
大
阪
安
保
０
６-

６
７
６

３-

３
８
３
３
ま
で
。 

 

 

 

 

２０１６年 

5月 

８日（日）大阪平和委員会60周年記念式典 

（12:30開場、たかつガーデン） 

11日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

12日（木）映画「沖縄ぬ思い」上映会 

（18:30∼ドーンセンター） 

13日（金）「辺野古新基地は許さない学習会③」 

（18:30∼エル大阪） 

16日（月）平和友好大阪連絡会署名・宣伝行動 

（12:00∼空堀商店街） 

18日（水）原発ゼロの会総会（18:30∼国労会館） 

20日（金）辺野古連帯・沖縄県議選支援行動 

（∼22日） 

23日（月）23定例宣伝行動（12:00∼淀屋橋） 

27日（金）沖縄県議選告示日 

28日（土）「安保に強くなるゼミナール」 

（14:00∼大阪安保） 

 

6月 

１日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

     通常国会閉会日 

５日（日）大阪母親大会（10:00∼エル大阪） 

     沖縄県議選投票日 

19日（日）沖縄・高江「座り込み９周年報告集会」 

当 面 の 予 定 

映
画

「
沖
縄

う
ち
な
あ

ぬ
思う

む

い
」
上
映
会 

〇
日
時
：
５
月
12
日
（
木
）
18:

30
～ 

〇
会
場
：
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴
覚
室 

     

〇
参
加
費
：
千
円 

「非核神戸方式」 

学習会 

安保破棄中央実行委員会が新刊ブックレット 2 点

を発行しました。 
安保がわかるブックレット⑬ 

『戦争法と日米安保』 
安保がわかるブックレット⑭ 

『日本の軍事費Ⅱ』 
（どちらも 1 冊 400 円） 

申し込みは、大阪安保（☎06-6763-3833）まで連

絡ください。 

４月 

平和友好大阪連絡会 

「戦争法廃止」署名統一行動 

 ４月の大阪安保２３定例宣伝行動は、２

２日（金）に行いました。今回も、平和友

好大阪連絡会としての行動として位置づ

け、１２団体２２人の参加でした。 

 弁士は、大阪安保、自治労連、日本ユー

ラシア協会、うたごえ協議会、平和遺族会、

民青同盟、日中友好協会でした。それぞれ

の活動、身近な出来事などを交えてのうっ

たえで、道行く人も宣伝カーの方を見なが

ら歩いていく人が多くいました。 


